
医　局／関連施設便り

　帝京大学ちば総合医療センターは1986年（昭和61年）
に市原市の誘致により開院し、現在517床の大学病院とし
て診療・研究・教育を行っている病院です。2013年11月よ
り田中邦哉教授が外科教授として赴任されて以来、1年
半が経過し現在では順調に肝胆膵の手術を行えるよう
になっております。当教室は、千葉大第1外科・第 2外
科、帝京大学と横浜市立大学の混成部隊で構成されてお
り、異文化交流のような性格を有しています。そういった
意味で良い面がある反面、時にまとまりや一貫性に欠け
る面がありましたが、田中教授が赴任して以来、まず良
い面は踏襲しつつ一貫性のある教室運営を行うべく、
朝のカンファランス、術前プレゼンテーション、術後報告、
Mortality and Morbidity conference, チーム性による担
当、専門外来性導入など一つ一つを見直し、形を成して
きております。現在では、消化管チーム（上部消化管チー
ムと下部消化管チーム）と肝胆膵チームの2つのチーム
で協力しながら日々の診療を行っております。2013年11
月の時点では、田中教授と松尾の2人であり、横浜から
の若手医師の協力なくしてチームを維持することは困難
でしたが、2014年1月より6ヶ月間、村上崇先生が加わ
り3人となり、7月から村上先生が留学され、川口大輔先
生が赴任してくれました。昨年11月からは廣島幸彦先生
が新たに加わり、肝胆膵チーム4人体制が誕生しました。
2015年4月からの現体制は、田中邦哉教授、松尾憲一
（講師）、廣島幸彦（助教）、菊池祐太郎（助手）の4人で
肝胆膵チームとして日々の診療・研究を行っております。
横浜からの若手の先生は大変強力なパワーであり、肝胆

膵チームを維持する上で横浜からの若手医師の協力は必
須であると考えています。消化管チームもこの4月から
新たに2人の新メンバーが加わり幸田圭史教授をはじめ
7人体制となり、教室全体としては11人のメンバーとな
りました。
　2014年の手術件数は計529例であり、そのうち肝胆膵
チームの主要手術の内訳は、転移性肝癌30例、肝細胞癌
5例、胆道癌（HPD1例を含む）5例、門脈塞栓術8例、
膵頭十二指腸切除7例などでした。また今年は日本肝胆
膵外科学会が認定する高度技能専門医修練施設Bにも認
定され、今年に入ってすでに24例の肝切除を施行してお
り症例数も次第に増えてきており来年は修練施設Aを申
請できるよう頑張っているところです。その他、腹腔鏡
下胆嚢摘出術は35例であり、週1回程度の頻度で行って
います。脈管合併切除再建や再肝切除症例を除いた初回
肝切除は、基本的に横浜からの若手の先生方が田中教授
のご指導のもと術者として手術を行っています。今後、
症例が増えれば術者の機会もさらに増していくばかりで
なく、修練施設Bを取得できたこともあり、今後の目標
は教室から高度技能専門医を誕生させることであると
思っています。また消化管チームは腹腔鏡下手術を積極
的に行っているため、腹腔鏡下大腸切除・腹腔鏡下胃切
除はもちろんのこと、腸閉塞手術や虫垂切除術なども積
極的に腹腔鏡下による手術を行っており、これらの手術
には肝胆膵チームの若手の先生も、術者としてエキス
パートからの指導のもと手術を行っています。チーム間
での垣根も低く、横浜からの若手の先生は肝胆膵手術以
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外にも消化管の手術機会がありとても良い面であると思
います。
　学術関連では、学会発表は59演題（シンポジウム5題、
パネルディスカッション2題、ワークショップ1題、要望演
題3題、一般演題24題、ポスター13題、講演・ランチョン
11題）、論文発表は6題（英文5題、邦文1題）と忙しい
臨床業務の中でも意欲的に取り組んでいます。田中教授

の掲げる目標の一つである「Academic Surgeonであれ！」
という言葉をいつも忘れずに頑張っています。
　当院はアクアラインを使えば横浜から約1時間であり、
十分通勤圏内です。大学附属病院として臨床・研究・教
育に一層の努力をして参りますので何卒よろしくお願い
いたします。

（文責：松尾憲一）
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　国立病院機構横浜医療センターは、新病院での診療を
開始して5年目に入りました。
　当センターは横浜市南西部地域中核病院に指定され、
救命救急センター、ICU、CCU、SCU、小児救急、周産
期センター、NICUを備えた地域の急性期型高度総合病
院として機能しています。神奈川県がん診療連携指定病
院にも認定されています。
　診療面は、関戸統括診療部長の御指導の下、計7人の
スタッフが2チームに分かれて診療を行っています。2014
年の手術件数は、年間663件と過去最高でした。主な手
術件数は、腹臥位胸腔鏡下食道切除再建2例、胃癌切除
47例、結腸直腸癌切除74例、肝切除28例↑、膵頭十二指
腸切除15例、腹腔鏡下胆摘76例↑、開腹胆摘34例↑、虫
垂切除84例↑、鼠径ヘルニア根治術98例↑で、急性胆嚢
炎と急性虫垂炎の手術数の増加が目立ちました。
　関戸先生が赴任してからPD施行120例を超え、膵癌術
後5年生存者も出てきています。消化器外科（へるす出
版）2014-11月号手術アトラスに、関戸先生の膵管空腸粘
膜吻合法が載りました。また、腹腔鏡下大腸切除術のス
ペシャリストである齋藤先生が2年目となり、ラパコロン
の比率が65％と増加しました。当院では例年、若手医師
の執刀比率が50％を超えています。本年度は入局者が少
なく、新人外科医は赴任しませんでしたが、小手術から
緊急手術まで幅広く執刀経験ができ、心臓血管外科（女
子医大系）の手術にも入れることから、外科専門医修得
に有利な病院です。若手医師は、国立病院機能内で開催
される腹腔鏡セミナーにも参加して腕を磨いています。
昨今外科入局者が減少している現実があり、研修医の先
生たちに外科の楽しさを伝えるべく、開腹操作やラパコ

レで胆嚢漿膜切開、CUSAで肝切離を経験してもらって
います。当院は、色々幅広く消化器外科疾患を経験でき
（珍しい疾患が珍しくない、普通キャラの人が珍しい）、
外科研修病院としてもうってつけだと思います。今年は
当院研修医から高畑太輔先生が入局されます。今後も外
科医仲間を増やせるよう尽力していきたいと思います。
　今年の写真は、病棟の窓から撮影した夕日に映える富
士山の絶景をご覧ください。
　今後とも地域で選ばれる病院になるべく、スタッフ一
同協力しあって日々診療を頑張っていきたいと思いま
す。同門会の先生方には今後とも御指導、御協力の程ど
うぞよろしくお願い申し上げます。

（文責：松田悟郎）
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　紙面がカラーになりましたので、昨年に続いて新病院
の紹介をしたいと思います。新病院は平成25年 3月 1日
に開院し、間もなく2年が経とうしています。移転後に
新規オープンした集中治療室（ハイケアユニット；8床）
や回復期リハビリ病棟（50床）の運営も軌道に乗り、平
成26年度は赤字経営から脱却する事が出来ました。この
間、災害拠点病院の認定、DMATの結成、当院では初と
なるブラックジャックセミナー（婦人科が主催）への参加、
病院機能評価のバージョンアップ、厚生局適時調査など
様々なイベントがあり、あっという間の一年間でした。
　26度の外科は、3月に佐藤芳樹前部長の異動があり 4
月から外科部長神谷、城野晃一先生（京都府立医大）、
児玉　乾先生（自治医大）の3名による混成チームでの
スタートとなりました。5月から時短常勤で月～水曜に
大学院の諏訪雄亮先生が加わり、大幅な戦力アップとな
りました。
　年間の麻酔科管理手術は280件で、目標としている300
件には届きませんでした。手術内容では、他の関連施設
と同じく大腸癌に対する鏡視下手術の増加が挙げられま
す。まだ大腸癌切除全体の1/3ですが、大学病院から技
術認定医の先生を招いて御指導いただき大変勉強になり
ました。今年度も症例を増やしていきたいと考えていま
す。いっぽう、腹腔鏡下胆摘がピーク時の半数近くに
減ってきているのが気になるところです。手術枠のやり
くり、地域連携など改善の余地はまだありますので、次
年度は件数が増えるよう努力したいと思います。
　当院は伊豆半島東地域で唯一、緊急手術が出来る病院
です。救急車搬送件数は年間3,178件（24年度）あり、救
急医療の充実が毎年病院の年間目標に掲げられています。
次年度には救急科の新設も検討されており、救急領域に
おける外科への期待度が年々高まってきております。新
病院で集中治療室が備わった事で術後管理の安心感が高
まり、またCHDFやPMXなどの重症管理もやり易くなり
ました。
　当地に赴任してから、横浜市立大学消化器・腫瘍外科
の臨床診療のquality（spiritというべき？）をこの地で
も実現すべく、診療をおこなってまいりました。今後も
諸先輩方が築き上げた当科のレベルを落とさないよう、
一層の努力が必要と感じております。今後もご指導よろ
しくお願いいたします。 （文責：神谷紀之）

伊 東 市 民 病 院伊 東 市 民 病 院 〒414-0055　伊東市岡196-1
TEL 0557-37-2626　FAX 0557-35-0631

155

新病院外観
屋上のヘリポートには、外科手術目的の
急患が搬送されてくることもあります。

病棟スタッフステーション 集中治療室

3F外科病棟からの眺めです。
↓は大室山、↓↓は競輪場

手前の赤い屋根は職員用保育所で、
医師の子供も預けられます。



　平成26年の横浜市民病院は、新病院の移転先が「現三
ツ沢公園の一部及び隣接する民有地」との選定に基づき、
地権者と用地取得に向けた交渉を進めた結果、7月に民
有地（神奈川区三ツ沢西町及び西区宮ケ谷）における市
民病院再整備事業の実現に協力すること等を確認する
「横浜市立市民病院再整備事業に関する覚書」を締結し、
最終決定しました。9月、市民意見や外部有識者からな
る「横浜市立病院経営評価委員会」、市会などからいた
だいた意見を踏まえて、「横浜市立市民病院再整備基本
計画」が策定されました。12月には、設計業者も選定さ
れ来年度には基本設計が策定される予定です。 
　さて平成26年の外科は、杉田昭副院長のもと、以下消
化器外科4人（大学ローテート1人）、炎症性腸疾患外科
4人（大学ローテート1人）、乳腺外科 2人（大学ロー
テート1人）のスタッフと 4人の後期研修医（大学ロー
テート 0人）、2ヶ月毎にローテートする 3人の初期研修
医で診療を行いました。外科一同、外来、病棟、手術、
救急診療と日夜仕事に励んでいます。
　さて、外科が消化器外科、乳腺外科、炎症性腸疾患外
科の 3つに別れ、6年経過しました。2014年の総手術件
数は、外科全体でほぼ前年並みで1200例をこえました。
内訳は消化器外科約750例、炎症性腸疾患外科約360例、
乳腺外科約100例でした。
　消化器外科では、大腸癌手術症例数は2014年も減少し
ましたが、腹腔鏡下の手術の割合は58％と上昇しまし
た。胃癌手術症例数は減少しましたが鏡視下手術は増加
し、肝胆膵領域では膵頭十二指腸切除術を21例、腹腔鏡

下肝切除術を6例行いました。乳腺外科は、センチネル
リンパ節生検手術の導入や地域連携パスの運用で診療実
績を増加させました。炎症性腸疾患外科は、関東圏はも
とより全国から患者を受け入れ、年々患者数、手術件数
とも増加しています。
　緊急手術は242例で前年とほぼ同数でしたが、急性虫
垂炎は昨年の97例から108例と増加しました。予定手術
が多く手術室も9室と限られている現状では、この程度
が限界と思われます。
　今後も地域中核病院として周辺の医療機関と連携を密
にし、より一層地域医療に貢献していきたいと思いま
す。これからも、ご指導ご支援の程、よろしくお願い申
し上げます。

（文責：望月康久）
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　平成26年度における藤沢市民病院の最も大きな変化は、
平成25年 8月から始まった本格的な新東館建設工事です。
昨年の年報では基礎工事の写真を掲載しましが、この 1
年で驚くほど飛躍しています。1階が完成するとあとは
本当に早く、ほぼ1か月程度で1フロアーが出来上がる
ペースで着々と進んでいます。2015年 3月現在、新東館
6階の建設工事を行っています。また、4階の内装工事
が始まりました。今年 2月には病室のモデルルーム（？）
が公開され、内部工事も順調のようです。平成23年3月
の東北大震災の時患者さんを西館へ避難させ、崩れるコ
ンクリート片と建物のきしむ音に恐怖を覚えたあの時を
思い出しながら、新しく出来上がってくるコンクリート
の建物を毎朝眺めています。来年の年報には真新しい新
館の写真を掲載できると思います。
　院内の体制は、城戸院長、吉本が呼吸器外科は不変
で、仲野副院長、上田、山岸、泉澤、渡部が外科、消化
器外科の診療を担当し、髙橋（智昭）、押、髙橋（弘毅）
が呼吸器外科と外科、消化器外科をローテ―トしまし
た。今年度も優秀なスタッフに恵まれ、楽しく、時には
忙しくつらい時もありますが大きなトラブルもなく診療
してきました。江口先生は緩和医療科として、外来や院
内の緩和医療チーム長として診療されています。
　主な手術件数は乳癌46件、呼吸器外科82件、食道癌 7
件、胃癌64件、結腸癌91件、直腸癌28件、肝癌8例、転
移性肝癌9例、胆道癌16例、膵癌10例、胆石症93例、虫
垂炎64例、鼠径ヘルニア121例でした。大腸癌に対する
腹腔鏡手術は105件（87.4％）となり、昨年同様年間100
件を突破しました。また、全体の手術件数は773件で定

時手術537件、緊急手術113件、臨時手術123件で、相変
わらず緊急、臨時手術が多く（30.5%）、予定が立てづら
い状況が続いていますが、スタッフは頑張って治療して
います。
　学術関連は、学会発表が48演題（パネルディスカッショ
ン2演題、要望演題4演題）、論文発表が4題と昨年より
さらに増えており、手術だけでなく学術面でも意欲的に
取り組んでいます。また、例年同様に消化器内科、外科
合同カンファレンスを地域の開業医の先生方と2か月に
一度院内で開催し、紹介患者さんの情報交換と症例検討
会を行っています。さらに、近隣病院との連携、親睦を
目的に「湘南colon cancer conference」を今年度も開催
し、臨床腫瘍科の小林規俊先生を招いて最新の膵癌化学
療法についてご講演いただき、地域医療の発展に努めて
います。
　地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点病院、救命
救急センター、周産期救急医療中核病院、災害拠点病院

藤 沢 市 民 病 院藤 沢 市 民 病 院 〒251-8550　藤沢市藤沢2-6-1
TEL 0466-25-3111　FAX 0466-25-3545
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として、地域医療に貢献し、高水準の医療を提供できる
よう努力してまいりますので、これからも同門の先生方
の益々のご指導、ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申
し上げます。

（文責：山岸　茂）

　横須賀市立市民病院は横須賀市・三浦半島西部地区の
中核病院です。
　三浦半島の西海岸、西には豊饒の海相模湾を、東には
半島随一の頂、大楠山を望む風光明媚な場所に位置して
います。
　伝統と格式ある首都圏のリゾート地、葉山はすぐそこ
で、最上階からは相模湾越しの美しい富士山が望めます。
　2014年度（平成26年度）の外科は管理者・病院長久保
（昭50）以下、副院長・診療部長の亀田（昭.63）、長嶺
（平.5）、宮本（平.17）、三宅（平.21）、久保（平.21）と日
大出身の杉浦（平.6）の計7名で診療にあたっています。
（知る人ぞ知る「謎の後期研修医F」は平成26年一杯で
退職し故郷に錦を飾ることになりました。）
　年間の手術症例は脊麻、全麻例あわせて400例ほどで
す。多いとは言えない症例数ですが、そのほとんどのオ
ペレーターは若手ローテーターとなっていますので、十
分な手術経験、修練を積めると思います。また高齢化の
波を受けて、85歳以上の超高齢者や多くの併存疾患を有
する症例も少なくないのですが、チーム一丸となってこ
れらの困難な症例にも対応しています。
　若きローテーターの皆さん！是非我々と一緒に働きま
しょう。地域に根付いた病院で、周辺地域の住民からの
信頼も厚く、皆さんのやる気を起こさせてくれる病院です。
　周りにはおいしい食べ物やお酒もありますよ～。デー

トに使えそうな所もありますよ～。最近当院をまわった
先輩に評判を聞いてみて下さい。
（多分・・・大丈夫なはず・・・です。）
　当院は平成22年 4月 1日以降公益社団法人地域医療振
興協会が指定管理する病院に生まれ変わりました。所謂
「公設民営化」への移行です。民営化後5年が経過し、
久保管理者・院長の強力なリーダーシップのもと着実な
経営改善、健全化へと向かっています。本年度には遂に
黒字を達成しそうです！
　これもひとえに、同門の皆様のご支援の賜物だと大変
感謝しております。
　以上、当院の近況報告を雑駁ながら紹介させていただ
きました。
　同門の先生方におかれましては新年度も引き続き、ご
指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

（文責：長嶺弘太郎）

横須賀市立市民病院横須賀市立市民病院 〒240-0195　横須賀市長坂1-3-2
TEL 046-856-3136　FAX 046-858-1776
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　“横浜市北部医療圏に乳がん診療の拠点を立ち上げよ
う”と遠藤教授に背中を押され、横浜労災病院乳腺外科
を立ち上げて早三年が経過しました。3年目の2014年度
は、乳腺外科開設当初のメンバーに戻り、千島隆司、山
本晋也、1年ぶりに返り咲いた原田 郁のスタッフ3名、
外科後期研修医1名で診療にあたっています。2012年の
開設当初の目標は、5年で横浜市内の乳がん診療施設Top 
5の仲間入りを果たすことでした。具体的には、2011年ま
で年間50例程度だった乳がん根治手術を、2017年までの
5年で年間200例以上に増やすことでした。実際は、当初
の予想を上回る速さで症例数が増加していき、2012年は
100例、2013年は187例、2014年には216例となり、乳腺
外科開設 3年目にして200例越えを達成することが出来
ました。この数字は、神奈川県立がんセンターを含めて
横浜市内ではTop 3に入る症例数となります。さらに、乳
がん根治手術以外の良性腫瘍、炎症疾患、一次・二次再
建などの手術数を加えると全手術数は299件となり、わ
ずか3年間で県下有数の手術数を誇る乳腺センターに成
長しました。外来診療においても、2014年 1月から12月
までの一次検診を除いた新規紹介患者数は830例まで増
加し、横浜市内はもちろんのこと、県内各所、県外にあ
る乳がん診療施設からも多くの症例をご紹介いただきま
した。このような実績を達成できたのも、横浜労災病院
乳腺外科の礎をゼロから築いてくれた山本先生、原田先
生の活躍があってのことで、二人には心から感謝してお
ります。
　また、この3年間で乳がん診療を取り巻く環境が大き
く変化し、患者側のニーズも多様化してきました。それ
に応えるため、当科では「自家組織や人工乳房など選択

横 浜 労 災 病 院横 浜 労 災 病 院 〒222-0036　横浜市港北区小机町3211
TEL 045-474-8111　FAX 045-474-8323

可能な乳房再建術」（形成外科との連携）、「リンパ浮腫
療法士によるリンパ浮腫外来の開設」、「乳がん看護認定
看護師によるがん看護外来の開始」（看護部との連携）、
「神奈川県との協働事業によるピアサポート相談室の設置」
（管理部門との連携）など、「より高度な診療」と「新しい
患者サービス」を積極的に導入してきました。患者さん
がより安心して乳がん治療を受けられるように、今後も
新しいことにチャレンジしながら「チームによる全人的
な乳がん診療」を実現していきたいと考えています。
　横浜労災病院乳腺外科は「病を診る治療（cure）だけ
ではなく人を看る診療（care）」を理念として、神奈川、
そして日本トップレベルの乳腺センターを目指して頑
張っていきたいと思います。
※写真は私の誕生日に外来スタッフが催してくれた
Surprising Partyの一コマです。

（文責：千島隆司）
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　横須賀共済病院では、横須賀市、三浦半島における地
域医療支援病院・がん診療連携拠点病院として急性疾患
からがん診療までスタッフ一同診療に励んでおります。
　2014年 4月に長堀薫先生が病院長に就任され外科全体
がさらに活気づいております。院長は「若手外科医が楽
しんで仕事をする」ことを強調されており、スタッフは
以前よりさらに多くの手術を経験しています。当直後は
スタッフ同士が業務を補完しあいながら、off dutyの義務
化を推進し（まだ不十分な点も多くありますが！）、仕事
とオフどちらも充実させられるように試行錯誤しており
ます。
　今年度も腹腔鏡手術が手術の主体を占めており、ヘル
ニア、虫垂炎などの良性疾患から胃癌、大腸癌、肝臓癌、
膵体尾部癌などの悪性疾患まで、手術の多くが鏡視下で
行われています。この流れは外科だけでなく、婦人科、
泌尿器科、耳鼻科、脳外科、整形外科など他科にも広がっ
ています。
　術後のフォローアップは従来通り横須賀市医師会、近
隣病院と連携して地域連携パスを適用しており、胃癌、
大腸癌、乳癌の早期患者はほぼ全症例紹介いただいた先
生方に見ていただくことが可能となっております。現在
は胃癌、大腸癌術後の補助化学療法に対する地域連携パ

スも導入してきており、今後さらに地域の中核病院とし
ての役割を果たしていきたいと考えております。
　学術関連は、地域診療所の先生方、病理、内科、外科
合同の消化器病カンファランスを定期的に行なっており、
さらにそれを発展させた形で年2回横須賀消化器病セミ
ナーを行っています。また、今年度も横須賀共済病院を
筆頭とする学術集会総会の発表がさらに増えており、学
会中の手術数の制限と人員不足がひとつの課題となりま
すが、若手外科医にとってよい刺激の場となるため、今
後も両立していくことが必要と考えています。
　今年度の診療体制も昨年と同様に、舛井部長、茂垣部
長のもと平成10年から13年までの比較的若い中堅医師を
オーベンとした若手外科医中心の診療が行われています。
今年の新規シニアレジデントは1名であり、医局からの
派遣医師 3名と合わせて卒後 5年以下の外科医が 5名と
診療の中心となっています。救急患者数も非常に多く、高
難度な手術から緊急手術まで幅広く経験することができる
忙しくもやりがいのある職場であると実感しています。
　今後も地域医療支援・がん診療連携拠点病院として、
地域医療に貢献し、さらにより高水準の医療を提供でき
るよう精進していきたいと考えておりますので、益々の
ご指導、ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願いします。

（文責：野尻和典）

横須賀共済病院横須賀共済病院 〒238-8558　横須賀市米ヶ浜通1-16
TEL 046-822-2710　FAX 046-825-2103
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　済生会横浜市南部病院は横浜市と済生会の官民共同で
建設され1983年に開院した、27診療科500床の地域中核
病院です。
　急性期医療を担うとともに、「地域医療支援病院」と
して地域医療機関との病診連携も推進し、2013年 4月に
は神奈川県がん診療連携指定病院の指定を受け、がん診
療支援センター（センター長：池秀之先生）を設置しま
した。大腸がん・胃がん術後の診療連携パスも積極的に
活用し、がん診療体制の充実を計っており、地域との連
携活動としては、合同カンファレンスや緩和ケア研修会
等も継続して行っています。また、市民公開講座や、南
部病院コンサートとして各種のコンサートに加え、ブ
ラックジャックセミナーも今回で4回目となり、港南区
内の中学生31名が参加していただきました。内視鏡ト
レーニング体験、手術シュミレーター体験、手術縫合や
エナジーディバイス使用体験等を行い、医師の仕事がと
ても身近に感じられたとの感想も頂くなど、地域に根差
した活動を行っています。
　当院の特徴は第二外科と第一外科の両方から派遣され
ている関連病院ということで、病院長は第一外科の今田
敏夫先生、がん診療支援センター長、診療顧問は第二外
科の池秀之先生です。外科スタッフは第二外科からは福
島忠男、長谷川誠司、嶋田和博、藪下泰宏、原田真吾、
森　康一の6名、第一外科からは平川昭平、村上仁志、
土田知史、渡辺卓央、菊池章友、土井雄喜、澁谷泰介の
7名中 6名（ 1名は心・胸部外科と襷掛け）、計12名で
構成されており、非常勤として、藤川善子の 1 名も加
わっていただけました。今年度も緊急手術は20％近くあ

り、昼夜にわたり両外科スタッフが一体となって手術に
従事しています。2014年の外科手術は1125件で昨年より
若干増加していますが、1100件/年程度の手術を行って
います。鏡視下手術は依然増加傾向で、大腸癌の約
70％、胃癌の約40％に達しました。虫垂炎も約70％は腹
腔鏡下で行い、鼠径ヘルニアでも積極的に腹腔鏡手術を
行っており、若手スタッフの鏡視下手術の修練も順調に
行えているものと思っています。また、研修医の指導に
も尽力し、神奈川県臨床外科集談会では、レジデントプ
レゼンテーションにて銅賞、金賞と 2 回も表彰して頂
き、今後の研修医指導の糧となっています。
　今後も地域医療支援病院として、また、がん診療連携
指定病院として医療情報共有と高度医療の提供、がん診
療体制の充実及び地域との連携活動を推進したいと思い
ます。これからもご指導、ご鞭撻の程、よろしくお願い
致します。

（文責：長谷川誠司）

済生会横浜市南部病院済生会横浜市南部病院 〒234-8503　横浜市港南区港南台3-2-10
TEL 045-832-1111　FAX 045-832-8335



　横浜市立みなと赤十字病院は横浜市立港湾病院と横浜
赤十字病院の機能を継承し、2005年 4月に開院した公設
民営化の病院です。
　2013年 4月から、外科では杉田光隆、小野秀高、中嶌
雅之、佐藤圭、田鍾寛、笠原康平、清水康博（半年で乳
腺外科）とシニアレジデント 2名の 9名が 3チームに分
かれ、乳腺外科では清水大輔、山口和哉（半年で外科）
と東京医科大学の石川先生の教室から1名の計 3名が、
緩和医療科では小尾芳郎が日々の診療にあたっていま
す。また本年度も引き続き、がんセンター長の阿部哲夫
が、非常勤として月曜～水曜に外来、手術のお手伝いを
して頂いており、毎週水曜日には関沢クリニックから高
橋徹也先生に来て頂いて大腸肛門疾患について外来・手
術をお願いしております。さらに、本年から救急科に救
急外科として1名来て頂きました。
　昨年度は途中で1名欠員となった為、大学から外来の
お手伝いを出していただき、非常に忙しい毎日でした
が、本年度はシニアレジデントも増え、非常に充実した
診療が行えるようになりました。一方で、若いスタッフ
が増えたため、術者になる機会も昨年と比べると少なっ
てしまったのは否めません。しかしながら、各々の臓器
のスペシャリストが若手外科医の育成できる教育システ
ムを充実すべく努力しております。
　当院は、救急車の搬送が日本で1,2位を争うほど多く、
基本的に救急搬送依頼を断らないことを基本としており
ますので、当然ながら緊急手術が多く、絞扼性イレウ
ス、消化管穿孔、急性虫垂炎などの緊急手術が多いのが
特徴です。昨年までは、前立ちが出来る人間が少なかっ
たため、日中に受診されても、手術が夜中になってしま
うことが多々ありましたが、救急科の先生に前立ちして
いただけることになったので、緊急手術も日中に行うこ
とが出来るようになりました。
　高齢者や全身状態が不良な患者様が多いのも当院の特
徴で、術後の集中管理に関しては、ICUの先生方にも協
力していただきつつ、治療を行っております。
　また、当院は平成2012年 4月から地域がん診療連携拠
点病院の指定を受け、毎週火曜日に消化管キャンサー
ボードを、毎月第2水曜日に肝胆膵キャンサーボードを

開催しており、消化器内科、病理、放射線科の先生方も
含めて、活発な討議がなされております。
　腹腔鏡下手術も積極的に導入しており、上部消化管で
は約1/3が、下部消化管では 9割が腹腔鏡下手術を行っ
ております。腹腔鏡下手術の導入が遅れた半面、手術機
材は5mmのフレキシブルスコープ、AirSeal、録画装置
などの最新のものが揃っております。さらに、昨年度導
入したDa Vinciは、泌尿器科1件/週のペースで手術が行
われており、今後は外科でも行えるように準備を始めま
した。
　院内のハード面も充実しており、術前検査を全て組んで
も1週間はかからずに終わる事ができ、MRIやPET/CT
等の検査に関しては、他院からの予約を受け付けること
も出来ます。
　一方で、立地条件で交通の便が悪いというビハインド
も否めず、地域の先生からの紹介もしてもらいづらいと
いう事もありますが、地域連携パスを積極的に導入して、
術後は紹介元の先生と連携してフォローアップをさせて
頂いております。
　地域の先生方との連携としては、年2回、横浜消化器
疾患研究会や病院主催の医師会との合同研究会などを開
催しており、交流を図っております。
　外科の週間予定は、月曜日の朝に全体患者の経過のカ
ンファレンス、火曜日の夜に術前カンファレンス、消化管
キャンサーボード、水曜日の朝に病棟師長とベットコント
ロールを含めたカンファレンス・抄読会、木曜日の朝に術
後報告を行っており、火曜日以外は毎日手術日となって
おります。
　医局はオープンな総合医局で、診療科で固まらないよ
うに配置されているため、他科との交流・意思疎通の良
さが感じられます。医師の数は年々増加しており、それ
に伴って医局の部屋が3つにまで増えてしまいました。
　開院後10年目になり、当院も徐々に軌道に乗りつつあ
りますが、さらなる地域医療に貢献すべく、質の高い医
療を提供できるように精進する所存ですので、今後とも、
益々のご指導、ご鞭撻のほど、何卒宜しくお願い申し上
げます。

（文責：小野秀高）
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横浜市立みなと赤十字病院横浜市立みなと赤十字病院 〒231-8682　横浜市中区新山下3-12-1
TEL 045-628-6100　FAX 045-628-6101



　平成26年 4月から佐藤芳樹（副院長）、森岡大介（部長）、
小林敦夫の常勤3人で診療を行っています。常勤3人で
連日の外来業務を行いつつ手術をこなすのは時に困難で
したが、手術日（火水金）には大学院生の先生方（4-6月
関澤先生、7-12月三宅先生、1-3月田中優作先生）に応援
に来ていただき、きちっとした手術ができる体制が維持
でき、大学院生のみなさん並びに彼らを派遣してくださっ
た医局には大変感謝しています。
　非常勤の大学院生の先生方に加え近隣で開業されてい
る籾山信義先生が主に乳腺の手術指導、三浦勝先生が主
に腹腔鏡視下大腸手術の指導に来てくださっており、常
勤医の専門（佐藤→上部消化管、森岡→肝胆膵）と合わ
せると基本的に一般外科で扱うすべての疾患のspecialist
がそろっていると考えて差支えないと思います。
　手術症例数は胃癌20例、大腸癌60例前後を毎年こなし
ており、これらの手術は原則的に最も若い医局員に執刀
させる方針でやっています。若手医局員が手術経験を踏
むにはよい環境ではないかと思います。また肝胆膵領域
の癌に対する手術も年間20例前後あり、かつ、若手医局
員はほぼ全例手術に手洗いで参加できるため、肝胆膵領
域もある程度は経験でき、標準的な症例では執刀のチャ
ンスも与えています。また化学療法、terminal careなど 

癌再発後の医療も積極的に行っていますので、oncologist
としてのtrainingを初診からお看取りまで総合的に行え
る環境にあると思います。また当院最大のセールスポイ
ントは時間的ゆとりのある病院であるため、1例1例につ
いて熟考熟慮しながら症例に応じたきめ細かい医療を行
えることと同時に、手術数は決して稼げませんが
skin-to-skinにわたって薀蓄にあふれた手術指導を行って
おり、かつて在籍した若手の先生方のほとんどから“こ
んな手術をしたのは初めてです”というお言葉を頂戴し
ていますので他の病院ではできていない若手医局員の教
育を行えているのではないかと自負しております。
　当院のような中小の急性期病院は消えゆくしかないか
のような制度改革がなされている昨今で、実際に患者さ
んの数も減っておりなかなか苦しい状況ではあります。
しかしながら、大病院であるが故の小回りの利かなさで
近隣の大病院で診きれない患者さんのbackupを行ったり
近隣の開業医の先生方が気軽に紹介できるという当院な
らではのmeritを生かし、今後もなお一層努力を続け患
者さんだけでなく医局員のみなさんにも魅力的な病院に
していきたいと思います。

（文責：森岡大介）
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〒231-0036　横浜市中区山田町1-2
TEL 045-261-8191　FAX 045-261-8149横浜掖済会病院横浜掖済会病院

NTT東日本関東病院NTT東日本関東病院 〒141-8625　東京都品川区東五反田5-9-22
TEL 03-3448-6557　FAX 03-3448-6558

　NTT東日本関東病院の近況報告です。当院では古嶋薫
（S54卒）が化学療法センター長と外科主任医長を兼務し
て、渡辺一輝（H11年卒）は医長として、開田脩平（H20
年卒）が医員として勤務しております。基本的に下部消
化管手術についてはわれわれのグループで治療にあたっ
ております。
　病院内では、2014年に新院長として泌尿器科の亀山先
生が就任しました。手術を中心に周囲の病院に対抗でき
るようにハード面での変革が期待されます。おそらくda 
Vinciも導入されると思われます。外科・婦人科・泌尿器
科・呼吸器外科合同による腹腔鏡下手術についてのワー
キンググループも開始されました。安全性と今後の機器
の導入などについて病院全体で考えていく場が設けられ
たことから、今後のさらなる腹腔鏡下手術の発展が期待

されます。
　臨床面では、2014年の大腸癌手術は202例でありまし
た。うち腹腔鏡下手術は68％でした。当院の消化器内科



でのESD件数は全国でも有数であり、そこからの紹介症
例が多くあり、恵まれた状況にあるために一定以上の件
数が維持されています。近隣には有力な病院が多く、競
争力がなければ患者は離れていきます。魅力的な診療体
制の整備とその発信を行い、現状に満足することなく、
さらなる発展を目指していこうと考えております。
　2015年度からは横浜から4人体制となる予定です。横
浜からは少し離れた病院ですが、都内の新しい環境で働
くのもよい経験になると考えます。若い先生で興味のあ
る先生はぜひともいらしてください。

（文責：渡辺一輝）
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長津田厚生総合病院長津田厚生総合病院 〒226-0027　横浜市緑区長津田4-23-1
TEL 045-981-1201　FAX 045-983-3647

　長津田厚生総合病院は、日ノ出町に昭和22年に診療所
として開設し昭和24年に病院に転換した日ノ出町厚生病
院が前身です。その後横浜市北部の開発に伴い昭和30年
に長津田厚生病院が開設され、昭和43年には拠点を日の
出町から長津田に移し、現在の長津田厚生総合病院とし
ての診療が始まりました。
　病院規模は許可病床数が190床で、そのうち急性期一
般病床が170床、療養型病床が20床です。健診センター
や人工透析センターも併設されており、地域に溶け込ん
だ病院として機能しています。また2013年に開設した心
臓血管センターでは、累積での経皮的冠動脈形成術（PCI）
と末梢血管インターベンション（EVT）の施術件数が300件
に達しました。消化器病センターでは、内科と外科の垣
根を取り払い消化器疾患に悩む患者様の視点での治療体
制を確立するよう努めています。
　外科は外科部長の簾田と昨年に引き続き三邉が診療を
行っています。2人体制なのは変わらないのですが、腹
腔鏡手術を積極的に行うこととし、胆嚢摘出術はもちろ
ん胃癌や大腸癌は基本的に腹腔鏡下に手術しています。
また虫垂切除術も単孔式腹腔鏡下に行っております。た
だ胃や大腸の腹腔鏡手術の際にはどうしてもscopistが必

要となるため、その都度大学に医師の派遣を依頼するこ
とになります。ご迷惑をおかけして大変申し訳ありませ
んが、どうぞよろしくお願い致します。
　症例数はまだまだ十分とは言えませんが、2014年は昨
年とほぼ同じ127例の手術を施行しました。内訳は鼠径ヘ
ルニア38例、虫垂切除術12例、胆嚢摘出術19例、結腸・
直腸癌切除術12例（うち腹腔鏡は 7例）、胃癌切除術10
例（うち腹腔鏡は4例）などです。肝切除術も3例施行
しています。多くの中小規模の病院と同じく高齢で合併
症のある症例が多いのですが、今後も積極的に手術をこ
なしていきたいと考えております。
　私立病院の宿命ですが、私たちは絶えず集患に知恵を
絞っており、毎月病診連携講演会を開いて開業医の先生
をお呼びしての講演会と病院の宣伝を行っています。し
かし病院の全面改築については数年来構想が練られてい
るものの依然具体的着工の日程などは未定のままです。
新病院が完成すれば患者数もぐんと増加すると期待され
るだけに非常に残念です。ただ周囲の状況がどうであ
れ、私達は医療の質の向上と当院のさらなる発展にこれ
からも尽力してまいりたいと思っています。

（文責：簾田康一郎）



　当院の前身は西区岡野町にあった恩賜財団済生会神奈
川県病院（大正2年 9月設立）で、昭和20年の横浜大空
襲により焼失後、昭和21年 4月15日金沢区平潟町の旧海
軍釜利谷工員宿舎を仮病院として診療を再開し、これが
現在の済生会若草病院に至っているという歴史のある病
院です。
　現在は、13の診療科と一般床165床、療養病床34床、
計199床の病床を有し、急性・慢性疾患を問わず対応で
きる地域密着型病院として稼働しています。当院外科が
横浜市大消化器腫瘍外科からの派遣となり本年で8年目
となりますが、佐藤靖郎部長のもと吉田謙一と、前任の
山口直孝先生の引き継ぎとして昨年4月から三宅謙太郎
先生、田中優作先生、関澤健太郎先生に交互にサポート
して頂き、計3人体制で外科の診療にあたっています。
　手術件数は年々増加しており、昨年は年間約270症例
を経験しました。その一因に鼡径ヘルニアセンター、内
視鏡センターの開設があり多くの患者さんが当院のパン
フレットを持参して来院されています。また昨年より佐
藤部長が診療部長に就任され複数の講演依頼を頂いてい
ます。内視鏡件数、消化器癌の診断件数は増加傾向で 4
人の外勤内視鏡医にサポートして頂いている状態です。
病院内外の環境整備も逐次改善中で、病院内外装の一
新、院内照明のすべてのLED化が行われ、本年度は更な
る来院患者の増加が見込まれます。
　当院は近隣の病院、開業医との間に緊密な関係を構築
する事にも力を注いでおり、昨年は当院と金沢区の開業
医の先生方を中心とした内科系の講演会を複数回開催し
多くの御参加を頂きました。また一昨年より横浜市大病
院との間に癌連携病院の契約が交わされ、療養に時間を

要する症例、入院化学療法を希望する症例、癌の術後再
発・非切除で緩和医療を要する症例など大学病院では対
応困難な症例に対して積極的に受け入れを行っていま
す。手術症例に於いても胆石症例、ヘルニア症例、大学
病院では長期間手術待ちが予測される悪性腫瘍症例など
に対しても柔軟に対応しています。神奈川県立循環器呼
吸器センター、横浜南共済病院との連携では近接した地
理性、異なる専門性を生かして、地域医療の充実にも力
を注いでおり、近隣の開業医の先生方からは地域連携癌
センターの早期開設を要望されている状態で、我々全員
一丸となって鋭意努力中です。
　平成27年は講演会の充実、ヘルニアセンター、内視鏡
センターの発展、横浜市大病院との癌連携病院としての
機能向上も含め、済生会若草病院、合わせて外科にとっ
て更なる飛躍の年であるよう、診療の質の向上と機能拡
充とを目指しておりますので、今後とも御指導、御鞭撻
の程、宜しく御願い申し上げます。

（文責：吉田謙一）
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済生会若草病院済生会若草病院 〒236-8653　横浜市金沢区平潟町12-1
TEL 045-781-8811　FAX 045-784-5443
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　4月から横浜船員保険病院改めJCHO横浜保土ヶ谷中央
病院となりました。全国57病院が参加しての地域医療推
進機構（JCHO）の一員です。名称は変わっても、診療
内容は以前と同様です。病院規模は変わらず許可病床数
260床（稼動病床数246）で患者さんは主に近隣の保土ヶ
谷区、旭区、神奈川区の方が多く、地域に密着した医療・
健診・福祉の総合施設として機能しています。
　病院全体の変化として、遠山愼一院長が定年退職され
横浜市大から後藤英司先生が院長として赴任されまし
た。救急では横浜市二次救急輪番病院から二次救急拠点
病院B指定となりました。また、これまで研修医がいな
い病院でしたがH27年 4月から 2名の初期研修医が横浜
市大から来ることが決まりました。
　H26年度　外科の体制としては、和田朋子（H20年）、
堀井伸利（H21年）が移動となり新たに谷口浩一（H11年）、
峰岸祐蔵（H21年）の派遣がありました。小澤先生が第二
子妊娠のため9月から産休となり、1月から復帰予定です。
　現在の診療体制は長堀優副院長以下、平野進（北里大
H2年）、上向伸幸（H6年）、齋藤健人（H7年）、谷口浩
一（H11年）、小澤真由美（H15年）、峰岸裕蔵（H21年）、
の7名で診療にあたっております。小澤先生は出産予定
の1ヵ月前まで本当によく働いてくれて大変助かりました。
産休後はゆっくり復職してもらおうと思います。最近第
二外科にも女性医師が増えていますので経験豊富なママ
さん外科医として女性外科医を先導していってくれると
思います。ほか、例年同様に隔週土曜日、みなと赤十字
病院・乳腺外科の清水大輔先生に乳腺専門外来を担当し
ていただいており、また乳癌手術のご指導もいただいて
おります。横浜市大・形成外科には形成外来を担当して
いただいており、佐武先生には乳癌術後の形成手術をお
願いし、週2-3例の手術を行っています。外科病床は40床、

対象疾患は消化器癌が中心ですが呼吸器疾患（気胸、肺
転移）、血管外科（AAA、ASO、下肢Varixなど）の治療
も行っております。
　昨年の手術総数は440件で例年同様でしたが、腹腔鏡
手術を積極的に行う方針としました。緊急手術は86件で
した。ほとんどの手術は若手が執刀しており、同門会誌
をみますと当院の若手1人あたりの手術数は他病院と比
較して劣らない経験数ではないかと考えております。た
だかなりの高齢者、かなりの進行癌が多く術後管理に難
渋することもよくあります。
　地域の先生方との連携を緊密にするため開業された先
生方と共に消化器病連携セミナーを年に1回開催し、当
科の診療内容を紹介し交流を深めております。
　例年同様、H26-9月には市民公開講座を保土ヶ谷公会
堂にて開催し好評を得ました。
　第二外科の関連施設となり8年目になります。今後も
周辺地域の医療機関との連携を深め、一層地域医療に貢
献していきたいと考えております。益々のご指導、ご鞭
撻をお願い申し上げます。

（文責：上向伸幸）

地域医療推進機構（JCHO）
横浜保土ヶ谷中央病院
地域医療推進機構（JCHO）
横浜保土ヶ谷中央病院

〒240-8585　横浜市保土ヶ谷区釜台町43-1
TEL 045-331-1251　FAX 045-331-0864



　育生会横浜病院は、昭和21年9月、戦災により医療機
関がほぼ壊滅し、医療、分娩に窮乏する横浜の状況を憂
慮し、初代理事長碓井貞義氏が中心となって創立された
財団法人が礎となっており、明年創立70周年を迎えま
す。設立当初より、通常の医療活動に加え、社会福祉事
業法の定めによる無料低額診療事業、特に乳幼児の保健
と保育に力を注いできました。そのため、「生まれ育てる
会」の意味から、法人名が「育生会」と命名されました。
　平成7年、横浜駅西口に程近い岡野町に開設された病
院を保土ヶ谷区狩場の現地に移すにあたり、今後日本に
おいて極めて重要となる高齢者医療に重点を移すべく、
医療・保健・福祉が隣接する他に類のない複合施設を開
設しました。この時期における母子医療から老人医療へ
の転換は、じつに先見性のある決断だったと思います。
創業碓井家のその理念は、来院高齢者の利便を図るため
に院内の坂道に敷設されたモノレールにも反映されてい
ます。また働く女性に配慮した職場環境が評価され、4年
連続、通算5回のよこはまグッドバランス賞を受賞して
います。
　平成14年、当院に五代目院長として塩谷陽介先生が赴
任され、平成27年 4月にその後任として、私と開田脩平
先生が新たに着任いたしましたが、現時点において私が
考えている当院の方向性についてご紹介いたします。医
療の大きな柱は、治療（cure：キュア）と介護・養護
（care：ケア）の2つのCとされますが、この先、急速に
高齢化が進むとされる将来の日本においては、careもた
いへん重要になってくることと考えられます。いかに
cureが進化しても、100％必ず人間は死を迎えなければ
ならないという現実を見据えれば、「患者さんがいかに
自分らしく、どのように生涯を全うできるか」を考えな
がら、患者さんに寄り添い支えるcareを誰かが担ってい
く必要があります。cureの最前線で激務をこなしてきた
外科医がやるべき業務なのかと思われる方も多いでしょ
うが、死と真摯に向き合ってきた外科医だからこそcare
の現場で果たすべき大きな役割があると私は考えていま

す。今後開業を考えるドクターにとってもこの分野は決
して無視できないはずです。
　その点において、当院は、住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるように、
患者さんやご家族を支える訪問診療を早くから導入し、
さらに同じ敷地内に病院、特養、老健を併設しています
ので、間もなく招来するであろう日本の超高齢化社会に
おいて、地域医療ケアの中心となって貢献する使命があ
るものと考えています。急性期の治療を終えた高齢者が
どのように家庭に帰っていくのか、身体の状況に応じ
て、適切な施設ないしは在宅介護へと繋ぐために何がで
きるのか、私も実務面ではまだ模索するばかりですが、
この先も、医局のご支援を仰ぎながら、開田脩平先生と
ともに地域医療充実のため頑張りたいと思います。よろ
しくお願い申し上げます。
　まったくの蛇足ながら、たいへんユニークな院内モノ
レールは、テレビ朝日系列「ナニコレ珍百景」で紹介さ
れました。また、病院の目の前を走る道路は、あのお正
月の箱根駅伝の中継で有名な国道一号線権太坂（ごんた
ざか）です。ヘリによる空撮で毎年当院が登場いたしま
す。来年は、ぜひご注目ください。

（文責：長堀　優）
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一般財団法人
育生会横浜病院
一般財団法人
育生会横浜病院

〒240-0025　横浜市保土ヶ谷区狩場町200-7
TEL 045-712-9921　FAX 045-712-9926
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　ことしも年報を投稿する時期がやってきましたが皆様
はいかがお過ごしでしょうか。当院はつくばエクスプレ
ス柏の葉キャンパス駅より徒歩3分程度のところに位置
しております。関連施設は我孫子にある東葛辻仲病院、
アルト新橋クリニック、柏クリニック、つくばクリニック
と現在5施設があります。柏の葉では主に全身麻酔を要
する手術を行っております。疾患としては肛門病疾患が
やはりもっとも多いです。ほかには骨盤内臓器の疾患を
行っており外科では大腸、直腸悪性疾患、直腸脱、直腸
膣瘻、IBD、排便機能障害など様々な疾患を行っており
ます。婦人科では良性疾患の腹腔鏡下手術、泌尿器科で
は前立腺肥大などの手術を行っております。当院の特徴
の一つに骨盤臓器脱の治療があります。TVMという手術

方法で国内でも有数の症例数を行っております。婦人
科、泌尿器科、外科とコラボレーションで診察、治療し
ております。内視鏡も1日70件程度行っており、去年か
らカプセル内視鏡も開始し半年で40例ほどになりました。
だいぶ変わった症例も多数経験しました。
　先日当院の創業者である辻仲康伸が66歳で突然、事故
で亡くなりました。そのため私が3月 5日より院長とな
りました。この件では皆様にいろいろご迷惑をおかけし
大変申し訳なく思います。また今後もいろいろご迷惑を
おかけすることになると思いますが、今後とも引き続き、
ご指導、御鞭撻のほどよろしくお願いします。

（文責：浜畑幸弘）

辻仲病院柏の葉辻仲病院柏の葉 〒277-0871　柏市若柴178-2　柏の葉キャンパス148街区6
TEL 04-7137-3737　FAX 04-7137-3738

　松島病院は平成26年に、開院90周年を迎えました。
　この記念すべき年に、松島病院3代目院長であり、医
局の先輩でもある松島誠先生が大腸肛門病学会の会長と
して学術集会を開催し、盛会のうちに終了することがで
きました。今回は特に遠藤教授には副会長として学会開
催にひとかたならぬご尽力をいただき、本当に感謝して
おります。
　また、医局の先生方、地域の先生方にも大変なご協力
をいただき、本当にありがとうございました。この場を
お借りしてもう一度深く御礼申し上げます。
　今学会の主なテーマは「場 ～共創と発信～繋がる大腸
肛門病学」でした。この学術集会が専門領域、職種、経験、
世代の垣根を越えて様々な人と情報を交換し、共に新た
な知見を見出し広く医療現場や世界に発信するＢａ（場）
となる事を願って本テーマに致しました。まさにこの
テーマ通りの会となり、特に今回はコメディカルの参加

が非常に多かったことは、非常にうれしいことでした。
とまどうこと、悩むことも多かったのですが、何物にも
代えがたい大きな経験を積むことができました。肛門科
専門施設としてこのような学会を開催できたことは私た
ちにとって大きな喜びであり、誇りです。
　当院は今、あらたな一歩をふみださなければならない
時に来ています。国家の医療戦略の変化に柔軟に対応し
つつ、従来の肛門疾患だけではなく機能的疾患や排便障
害、腸疾患の新たな検査法や治療などを一貫して診療が
できるような施設・環境づくりに力を入れ、常に先生方
のお役にたつよう進化し続けなければいけないと考えて
おります。
　先生方にはどうぞこれまで以上にご指導ご鞭撻下さい
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

（文責：松村奈緒美）

松島病院大腸肛門病センター松島病院大腸肛門病センター 〒220-0041　横浜市西区戸部本町19-11
TEL 045-231-7311　FAX 045-321-7330
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　港南台病院は、同門会会長でもある神谷周明院長によ
り1979年に設立された病院で、昨年で35周年を迎え、盛
大な祝賀会が行われました。また、院長の世代交代があ
りご子息の神谷周良先生への事業継承が行われました。
　2013年 4月より大塚が赴任しております。医局からは、
松山隆生先生、熊本宜文先生に外来を担当していただい
ており、また、若手の多くの先生方に当直業務を分担し
ていただいております。地域に根差す病院として、在宅
診療連携病院としての機能を果たしながら、横浜市立大
学附属病院、横浜市立大学市民総合医療センター、済生
会横浜市南部病院をはじめとする関連病院から多くの患
者さんをご紹介いただいております。
　在宅診療にかかわる医療従事者にとっては昨年の診療
報酬改定は衝撃的で、それまでと同じような診療体制を
継続した場合、約4分の 1という大幅な減収が予測され
ましたが、大学医局、南部病院などからの外勤の先生方
のおかげで、適正な人員配置を行うことができ、大きな
減収なく、かえって増収で経過することができました。
　我々が担当させていただく、大学や基幹病院から在宅

ターミナルケアに移行した患者さんの最大の心配事は、
在宅療養の中で、様々な理由で入院が必要な時にスムー
ズな入院受け入れが可能なのかということです。港南区
内には、いくつかの無床訪問診療医の先生方が開業され
ていますが、我々はこの地域には珍しい、有床の在宅診
療支援病院であります。さまざまな理由で在宅療養が継
続できないとき（レスパイトケアも含め）いつでも入院
が可能な環境を提供できるということが我々の強みであ
ると考えます。港南区では平成27年度から在宅医療連携
拠点事業が開始されますが、地域の在宅診療を支える有
床病院として期待されています。
　退院調整、在宅医療への移行でお悩みの際には、「困っ
たときには港南台病院にちょっと相談してみよう」という
気軽な感じでご相談下さい。何らかの解決策を提案でき
るものと思います。一人一人の患者さん、ご家族が望ん
でいることを丁寧にお伺いしながら、それらが実現され
る診療、環境の提供に努めてまいりたいと思います。今
後ともよろしくお願い申し上げます。

（文責：大塚裕一）

港  南  台  病  院港  南  台  病  院 〒234-8506　横浜市港南区港南台2-7-41
TEL 045-831-8181　FAX 045-831-8281

　藤沢湘南台病院の外科は、旧第1外科から院長はじめ
スタッフ計9名で診療にあたっています。
　上部・下部消化管や肝胆膵の悪性疾患、胆石・胆嚢炎、
炎症性腸疾患、肛門疾患、甲状腺疾患また肺癌（転移性
肺癌を含む）や気胸などの呼吸器系等の症例も有り多岐
にわたって診療を行っており、特に肛門疾患の手術件数
は県内有数です。さらに内視鏡手術も積極的に行われて
おります。
　旧第２外科からは、小泉と昨年度は非常勤で鈴木紳祐
が診療に携わっております。小泉は救急診療部門の責任

者を任され、当院の救急患者全般の初期診療とそれに続
く入院治療を行っております。救急車受け入れ台数も
徐々に増加し、藤沢市北部地域と大和市、横浜西部地域
の救急医療に微力ながら貢献していると自負しておりま
す。特に消化器系の救急疾患や急性腹症等に関しては、
率先して診療を行っており、外科や消化器科、総合診療
科と協力しながら可能な限り対応しております。非常勤
の鈴木紳祐先生には、肛門疾患の手術と大腸内視鏡検査
を積極的に行っていただいております。

（文責：小泉泰裕）

藤沢湘南台病院藤沢湘南台病院 〒252-0802　藤沢市高倉2345
TEL 0466-44-1451　FAX 0466-44-6771
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　消化器・腫瘍外科学の同門会名簿には、昭和25年卒か
ら平成24年卒まで、約395名もの医局員が育っているこ
とがわかり、今更のように感心し、同時に筆者の位置が、
名簿の前半になっていることに「嘘でしょう」とその事
実を大変残念に思うのだった。　　　　　
　昨年、肛門外科のガイドラインができ、肛門科アトラ
スという新刊の専門書が発刊された。先日は肛門科若手
医師（30歳代から40歳代）の研究会も発足した。肛門科
の分野も、基礎固めを着実に、さらに向上を目指して、
各医療分野と同様に確実に進化している。　　
　この1年、荒川外科肛門科医院では、昨年改築した消
化管内視鏡検査センターが漸く起動に乗った。同時に
上・下部消化管内視鏡検査や腹部超音波検査の検査数も
定着しつつ増加傾向である。
　当院は19床を持つ、痔疾患の手術や消化管中心の診療
を行っている大腸肛門外科を専門とする医院である。毎
日の診療は、4人の常勤医師が外来・検査を交代で行う。
非常勤医師に東京大学医学部大腸・肛門外科、東京医科
大学内科・外科、国際医療福祉大学三田病院、昭和大学
横浜市北部病院などにお願いしている。休診は木曜日曜
午後・祝日。紹介先は近隣の東京大学医学部付属病院・
日本医科大学付属病院・東京医科大学病院・東京女子医科
大学東医療センター・都立駒込病院・都立大塚病院など。
　消化管内視鏡検査は、上部消化管は1902例、下部消化
管は3949例（ポリペクトミー962例）。悪性疾患で「がん」
は、大腸がんは72例（うち、大腸ｍがんは32例）、胃がん
20例、食道がん4例であった。

　手術は2013年から2014年では、ALTA治療241例、痔
核根治手術496例、裂肛根治手術80例、痔瘻根治手術281
例、直腸脱32例であった。その他の手術は47例。　　　
　近年、患者さんの年齢・ニーズに合わせて治療・入院
日数を計画していく傾向はますます強くなった。当院は
入院可能なことで、急患やポリープ切除後の要経過観察
に最適であり、また痔疾治療ではALTA治療を的確に取
り入れ、麻酔を工夫し入院日数を検討している。
　平成26年11月 7日、第69回日本大腸肛門学会において、
パネルデイスカッション「肛門科女性医師の役割と今後の
展望」で発表させていただいた。このことがきっかけで、
男女雇用機会均等法（昭和47年）から30年経ち、平成11
年に男女共同参画社会基本法が発令され、医学界です
ら、しかも様々な学会で、ここ数年女性医師がより良く
働くことが注目されていることがわかり、正直に言わせ
ていただくと、その「大袈裟度」に驚愕した。
　肛門科診療では、恥ずかしくて受診が遅れがちな女性
患者さんに対応出来るよう女性医師が増えていると新聞
にも載るようになった。しかし日常の診療から言えるこ
とは、注目すべきなのは医師の性別ではなく、いかに患
者さんに肛門専門医の存在を啓蒙しつつ、全人的に診療
できるかどうかが診療のキーポイントであると痛感して
いる。　　　　　　　　
　医局の若手医師から学ぶことは多く近隣にいらしたら
是非お立ち寄りいただきたい。

（文責：大髙京子）

荒川外科肛門科医院荒川外科肛門科医院 〒116-0002　東京都荒川区荒川4-3-11
TEL 03-3806-8213　FAX 03-3803-7224
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